
空気の湿度によって露点に達する高度が変わる。雲は空気の湿度が

高いと低いところにでき，空気の湿度が低いと高いところにできる。

空気は膨張すると気温が下がり水蒸気が凝結する。雲は上昇する空気

の流れ(上昇気流)が生じたところにできる。上空では気圧が低いので

上昇した空気は膨張し気温が下がる。気温が露点に達したところで、

空気中の水蒸気は凝結し始め雲ができる。雲のできる高さは上昇する

空気の湿度によって変わる。
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雲 の で き 方中２理科２分野ＮＯ４６

水蒸気が水滴
になること。

空気に浮かぶ小さなちりは，水蒸気が凝結するときの核になる。

このとき雲が
できます！

地上からの高度が高くなるにつれて

雲のできる高さは…

①上昇する空気の 湿度 によって変わる。

②空気の湿度が高いと 低いところ にでき，湿度が低いと 高いところ にできる。

雲が消えるのは…

① 下降気流 のとき。 ②空気が 圧縮 され，気温が 上がる とき。
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